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昨今，学士課程教育の質的転換が求められており，生涯学び続け主体的に考える力を育成するこ
とが大学に求められてきている．本学子ども教育学科では，関連する取り組みのひとつとして，平
成 28年度より学生が自己認識シートを記入する取り組みを開始した．現在専用用紙に記入してい
る内容をデータとしても記録することで，定量的な内容については集計が容易になり学科教員によ
る分析と指導の参考資料に利用できることが期待される．また学生自身も記入内容を定期的に振り
返ることで，自身の成長を認識し新たな目標につなげることを期待している．本稿ではこのような
記録を支援するシステムについて，どのようなものが利用可能か，既存の学習管理システムと拡張
モジュールの利用に基づいて比較検討し，さらに記録のみならず省察も促すシステムでのコンピテ
ンシーやポートフォリオの活用についても考察する．

キーワード： 自己認識シート，学習管理システム，コンピテンシー，ポートフォリオ，Moodle，
Mahara

1. はじめに（自己認識シート記入の取り組み）
大学では，自主的な学習態度が必要とされ，講義だ
けでなく学外実習や様々な課外活動などからも学び，
それらの学修体験を総括し，より深めていく努力が各
自に求められている．さらに，自己の将来像を見据え
ながら，必要な知識・技能を習得するためには，自己
を振り返り，課題を明確にして，学修や活動に臨むこ
とが必要となる．このような趣旨に基づき，仁愛大学
人間生活学部子ども教育学科（以下本学科）では，平
成 28年度春より「自己認識シート」を記入する取り
組みを全学年（学科所属学生約 220名）を対象とし
て実施する（前期・後期開始後約 1カ月間において，
学生の記入内容に基づいて指導教員が面談の上，指導・
助言を行う．）こととなった．

この自己認識シートは，以下のような構成とした（図
1）．

1　免許・資格と職業選択
2　自己の学習・体験の省察

図 1：自己認識シート回答用紙（一部）
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3　職業の専門性にかかわる自己評価と自己課題
半期ごとに記入することで，前の期の自己の学習・

体験を振り返り，自己課題を明確にすることを指導し
ている．
同様な自己認識と省察を促す取り組みは様々な高等
教育機関にも広まってきており，特に教職課程を設置
する大学・学部において，「教職実践演習」実施上の
留意事項として課程認定委員会が提言し，各機関にお
いて利用されてきている「教職履修カルテ」（1）（2）は，
類似している側面が多い．本学でも小学校教諭 1種
免許状および幼稚園教諭 1種免許状に対応し，4年次
後期開講の教職実践演習で利用している．
しかし，本学科ではそれらの免許に加え保育士資格
および児童厚生一級指導員も取得が可能であり，また
1年次よりどのような免許・資格の取得を選択してい
くか，また学年が進むにつれて絞り込んでいくかを学
科組織として継続的に把握していくことも考慮する必
要があり，それらも踏まえたシートの構成としている．
自己認識シートの記録媒体としては，平成 28年

度実施に向けての準備に要する時間的制約から専用
フォーム記入用紙を用意し，バインダーに学期ごとに
手書き記入した内容を蓄積していくこととした．また
指導の参考とするため面談後指導教員がそれらのバイ
ンダーを預かることとした．従って，記入作業は容易
ではあるものの，次の学期初めまで，もしくは直接指
導教員の研究室を訪ねるまでそれらを学生が閲覧する
ことが出来ない．そこで，各自が自動原稿送り装置
（ADF）のある複合機にて複数ページ分を読み取り、
PDFデータを自身のスマートフォンにメール転送し
保管することとした．

2. 自己認識シートのデータ保存と集計
今後の自己認識シートの活用を考えた場合，紙媒体
による記入と保管では，集計・分析，履修・教務デー
タ等との連携が難しい．そこで，デジタルデータとし
て記録し活用する方法について検討することとする．
簡易的に記録するものから専用システム構築まで
様々な形態が考えられるが，本稿では以下の様に既存
の LMSと拡張モジュールの利用に基づいて比較を行
う．

①フィードバック（標準機能）の利用
②アンケート（非標準機能）の利用
③データベース（標準機能）の利用

2.1 学習管理システム Moodle について
　本学では，オープンソースの学習管理システム
（LMS : Learning Management System）であるMoo-

dle（3）を全学的に導入・利用している．Moodleではコー
ス単位で，教師が資料を提示したり，学生の多様な学
習活動（課題や小テスト等）を管理したりすることが
可能で，多くの講義・演習科目における授業支援ツー
ルとして利用されている．また，加えて本学科では所
属する学生・教員間で学科内の情報共有をするための
コースも設けている．

2.2 フィードバックの利用
Moodleでは学生の意見を定量的に集約する（いわ

ゆるアンケートをとる）ための学習活動機能として，
フィードバックモジュール（Feedback，以下フィー
ドバック）（4）を利用することができる．質問項目の
タイプとして，多肢選択や短文・長文を組み合わせる
ことで，一連の質問を行い，最終的に多肢選択項目の
回答については自動集計が行われる．

図 2：フィードバックの質問リスト
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図 3：フィードバックを利用した回答の自動集計

平成 28年度後期の自己認識シート記入においては
用紙への記入に加えてフィードバックでの回答も指示
した．学生らは PCや自身が所有するスマートフォン
から記名式により回答する．得られた集計結果に対し
て，学科教員で議論を行い，指導方針を検討する．
しかし，このフィードバックを用いたデータ保存は，
記名式の場合，同一回答者の回答は上書きされるため，
ひとつの学期におけるデータのみしか収集が行えない
ため，次の学期においては，改めて異なるフィードバッ
クを提示する必要がある．また，回答後，自身が各設
問にどのような内容で回答したかを確認するすべがな
い．

2.3 アンケートの利用
フィードバックに代わる，別途プログラムをダウン
ロードしMoodleに追加することで利用可能となるア
ンケート収集機能のあるプラグイン学習活動としてア
ンケートモジュール（Questionnaire）がある．（5）こ
のモジュールにおいては，同一回答者による複数の異
なる回答が可能で，さらに自身の回答内容を遡って確
認することができる．従って，記入学年・学期を設問
項目として追加することで，複数学期分のデータ保存
と集計が実現できる．　その他の機能も含めフィード
バックよりも高い自由度があるが非標準モジュールで
あるため，今年度においては利用を見送った．

2.4 データベースの利用
フィードバックとアンケートは，そのどちらのモ

ジュールとも，質問項目を羅列し自動集計することが
機能の中心となっているが，入力フォームデザインの
自由度や，入力内容の他者との共有という点では機能
が乏しい．特に学生が入力した内容について，指導教
員がコメント文を付与するような機能や学生が頻繁に
回答内容を訂正する機能が実現できない．

Moodleには自由度の高い項目を収集する学習活動
としてデータベースモジュール（Database）がある．（6）

各入力エントリは複数の様々なデータ型のフィール
ドによって構成され，それらを個別表示したり一覧
表示したり，検索することができる．また，CSSや
JavaScriptにより入力フォームや出力形式をカスタマ
イズすることが可能である．エントリに対するコメン
ト文の追加や投稿の承認機能も利用できる．自動集計
機能は含まれていないため，データリストをCSVファ
イルとしてローカルにダウンロードし分析する必要が
ある．

3. �将来に向けての日常的な省察を促すシステムにつ
いての検討
自己認識シートのデータ化に加えて，学生の日常的
な省察を促すためには，より広範な学修結果や成果物
（エビデンス）に基づいた，自己評価や相互評価を継
続的に行えるシステムが必要であると考えられる．そ
のようなシステムについて検討する．

3.1 LMS のコンピテンシー機能を利用
Moodleは，バージョン 3.1よりコンピテンシー機
能（CBE: Competency-based education）が利用可能
となった（本学が利用するMoodleの現行バージョン
は 2.8.5のため未対応）．　コンピテンシーとは，人
物（LMSでは学習者）の行動特性・能力を定義する
もので，組織や機関，職業等によって特徴付けられ
ることが多い．1990年代以降（日本では特に 2000

年代以降），さまざまな形で新しい能力として提唱さ
れるようになった．（7）　日本において提唱されてい
るものの例としては，文部科学省の「生きる力」（8）

や「学士力」（9），経済産業省の「社会人基礎力」（10），
OECD-SeSeCoのキー・コンピテンシー（11）などが挙
げられる．
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Moodleにおいてはコース管理を通して，学習者が
身につけるべき，あるいは身につけられるコンピテン
シーを管理する機能を備えている．まずサイトレベル
もしくはカテゴリレベルの管理者が，コンピテンシー
とそれらを階層的に関連づけたフレームワークを定義
する．図 4は学士力と社会人基礎力を例に，Moodle 

上にてそれぞれを割り当てたものである．またそれら
のコンピテンシーの完了条件を設定する．次に，コン
ピテンシーの組み合わせと期限を定めて，学習プラン
を作成後，対象となる学生に対し学習プランを割り当
てる．

図 4: Moodleでのコンピテンシー定義例

教師は，担当するコースにおいて，そのコースがど
のコンピテンシーと関連するかを割り当てる．さらに
コース内の様々な学習活動が，割り当てられたどのコ

ンピテンシーと関連するのかも設定することが可能と
なっている．従って，学生側からは，自身の学習プラ
ンに従って，複数のコースに参加し，様々な課題や小
テストを実施していくことで，教師が定めたコースコ
ンピテンシーを達成しているかが自動的，あるいはエ
ビデンスを示すことで評価される．コンピテンシーは，
特定のコースに限定されることなく，全体の進捗とし
て集約される．

CBEを実践するにはシステムの利用を検討するこ
とに加えて，本学科の各免許・資格に対応したカリキュ
ラム履修モデルをコンピテンシーに対応させるなど，
組織内での十分な議論が必要である．また，開講科目
を担当する教師がMoodleのコースを利用するなどし
て，学習活動を的確に記録しそれをベースに授業を実
施し評価を行う必要もある．

3.2 ポートフォリオシステムの利用
ポートフォリオシステムとは，様々な成果物を蓄積
し，それらに対し省察やピアアセスメントを行うこと
ができるシステムである．それらの利用によりメタ
認知やある分野においてのコンピテンシーの育成な
どが期待される．電子化した eポートフォリオ（以下
ePF）は技術的あるいは教育効果的に見た場合，LMS

と類似した特徴もあるが，コースに限定されず授業時
間外の活動にも基づく，より多面的な個人の成長を中
心に評価するよう設計されている点などが異なる．近
年，大学教育の質的転換に向けての活用も期待されて
おり（12）， LMSに加えて ePFも全学的に導入し利用を
すすめる大学も増えてきている．
オープンソースの ePFとして代表的なものとして

Maharaがある．（13） 本学は F-leccs（福井県大学連携
プロジェクト）（14）に参加しており，所属学生・教職
員は F-leccsのMaharaを利用することができる．し
かしながら，現地点では十分に利用に関する理解がさ
れておらず，本学の学部・学科等における組織的な利
用は行われていない．

Maharaは、各種ファイルとして様々な自身の活動
内容を記録しそれらをページとして再構成することで
自身の省察と他者からのコメント等を受けるショー
ケース的な機能が有用である．しかし，本学科での資
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格・免許に関連づいた，実習・ボランティア活動も含
めた学修の到達度を確認するには，形成的に評価でき
る機能も必要となる．Maharaがオープンソースで提
供されていることを生かし，ルーブリック機能を開発
して追加し「学習のための評価」によって改善を目指
す取り組み（15）や，定型フォームを含むテンプレート
を配布する機能を加えて，複数部局での利用を円滑に
できるよう試みた研究（16）もなされている．
また，MoodleとMaharaはシングルサインオンで
認証連携ができるため，コースでの学習活動による
成果物をリンクによってMaharaで集約したり，逆に
MaharaのページをMoodleの課題で利用することも
考えられる．今後，以上の点などを参考にシステムの
構築を検討したいと考えている．

4. まとめと今後の展開
　本稿では，自己認識シートのデータ化を既存の学内
システムであるMoodleで簡易的に行う方法や，コン
ピテンシーを踏まえた省察を主体的に行えるシステム
について検討を行った．しかし将来的なシステムの利
用に向けては，これまで以上に学生の学修全般に関わ
る様々な事項を組織的に明確にし，また学生自身もよ
り主体的な学習と省察を行うようにしていく必要があ
る．
現在本学でも，教育目標を明確化するため，「学位

授与の方針」（「ディプロマ・ポリシー」），「教育課程
編成・実施の方針」（「カリキュラム・ポリシー」），そ
して「入学者受入れの方針」（「アドミッション・ポリ
シー」）の見直し・策定が各学部学科で進められてい
るところである（17）が，これらをより具体的に定量化
したうえでどのように評価を行っていくかその方針の
策定も必要とされている．さらにそれらを踏まえたう
えで各教員が担当する授業内容の学習目標とのリンク
を確認していく必要がある．
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